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「
雨
引
の
里
と
彫
刻
」
展
は
、
今

年
で
12
年
目
７
回
目
の
開
催
と
な
り

ま
す
。
今
回
は
、
11
月
に
茨
城
県
で

開
催
さ
れ
る
第
23
回
国
民
文
化
祭
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
９
月
28

日
よ
り
11
月
30
日
ま
で
の
約
２
か
月

間
開
か
れ
ま
す
。

　

「
雨
引
の
里
と
彫
刻
」
展
の
特
徴

は
桜
川
市
旧
大
和
村
地
域
の
田
園
、

集
落
、
刈
り
入
れ
後
の
田
ん
ぼ
な
ど

を
主
に
野
外
の
生
活
空
間
に
作
品
を

展
示
し
、
こ
の
地
域
を
期
間
限
定
で

美
術
館
化
し
、
地
元
の
方
々
を
は
じ

め
、
来
訪
者
た
ち
に
風
景
の
中
に
展

示
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
材
質
に
よ
る

現
代
美
術
、
彫
刻
、
そ
し
て
今
も
多

く
残
さ
れ
て
い
る
自
然
環
境
を
、
ま

た
そ
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
満
喫

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
企
画
し

て
き
て
い
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
も

う
一
つ
の
特
徴
は
、
企
画
者
が
居
て

展
覧
会
の
概
要
を
決
め
る
の
で
は
な

く
、
参
加
作
家
全
員
が
企
画
者
、
実

行
委
員
と
な
り
ま
す
。
自
分
た
ち
が

考
え
て
い
る
よ
う
な
美
術
を
通
じ
て

の
活
動
を
社
会
に
対
し
て
発
信
し
て

い
こ
う
と
考
え
て
の
行
動
（
制
作
、

発
表
と
し
て
の
展
覧
会
）
で
す
。

　

11
月
２
日
・
８
日
の
晴
れ
舞
台
に
向
け
て
た
だ
い
ま
稽
古
中
。
勇
壮
な
太
鼓

の
響
き
や
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気
い
っ
ぱ
い
の
演
奏
を
ご
期
待
く
だ
さ
い
。（
順

不
同
・
敬
称
略
）

「
筑
波
嶺
の
息
づ
く
伝
統
文
化
」
プ
ロ
グ
ラ
ム

宮大杉囃子保存会　　代表　太田 徹
　国民文化祭では「大和太鼓」を披露するた
め、稽古に励んでいます。迫力ある太鼓にご
注目ください。

桜児を知る会　　代表　川崎 純一
　小学生のころから金春流の太鼓練習を始め

て、もう 7年になります。国民文化祭の大舞

台で「舎
し ゃ り

利」「玄
げんじょう

象」「金
きん

札
さつ

」を披露いたします。

加波山囃子保存会　　代表　笠倉 義貞
　地区の人たちの熱心な支援のもと、幼稚園
児から小学生まで 29人の子どもたちが元気
いっぱい演奏します。乞う、ご期待。

久原ひょっとこ保存会
　代表　若松 善信
　国民文化祭では、ひょっとこ踊り以外にも、
寸劇も公演します。楽しい演技をぜひ見に来
てください。

　

今
回
の
参
加
者
は
42
人
（
う
ち
３

人
の
新
規
参
加
者
）。
桜
川
市
の
本

木
、
大
曽
根
、
東
飯
田
、
阿
部
田
地

区
を
歩
き
ま
わ
り
、
自
分
の
作
品
を

展
示
し
た
い
場
所
を
探
し
出
し
、
所

有
者
や
管
理
者
の
方
々
の
許
可
を
得

て
展
示
場
所
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
各
自
が
選
ん
だ
場
所
を

想
定
し
な
が
ら
作
品
制
作
に
励
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

雨
引
の
里
と
彫
刻
２
０
０
８

実
行
委
員
会　

菅す
が

原わ
ら　

二じ

郎ろ
う

雨
引
の
里
と
彫
刻
２
０
０
８

９
月
28
日
〜
11
月
30
日
開
催
・
大
和
地
区
に
42
作
品

前
回
は
「
雨
引
の
里
と
彫
刻
２
０
０
６
」
と

題
し
て
、
羽
田
・
青
木
・
高
森
地
区
の
自
然

豊
か
な
山
里
に
44
作
品
が
展
示
さ
れ
多
く
の

人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

「
ス
ト
ー
ン
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
プ
ロ
グ
ラ
ム


